
1Copyright (C) 2016 ＳQiPソフトウェア品質保証部長の会 All Rights Reserved.

ソフトウェア品質保証部長の会 第７期 グループ５
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 品質保証組織の進化論については、2011年2期及び2015年6期の
品質保証部長の会で、検討がなされてきました。
検討においては、相関分析に基づくプロセス進化論を基に組織規模や
経営の期待の違い等を踏まえ、改めて組織や役割をどのように発展
させるべきかを議論してきました。

（以下、品質保証部門を品証と称します）

 ７期のグループ５では、２期、６期で検討された品証組織の進化を
実現するためには、その組織に所属する人財の能力が伸長することが
必要であると考えました。
また、その伸長度を測定できる仕掛けを考えることとしました。

 時代の変化や経営陣の要求に応じて品証組織が進化していくため、
どのような人財が必要でしょうか？
それが分かるようにするためには、品証人財の能力成熟度モデルの
ようなものが必要ではないでしょうか？
７期では、組織進化論を人財に着目して検討することとしました。

はじめに
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① 進化論検討 （２期、６期） 振り返り
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1期

品質保証部最前線

～ｵｼﾞｻﾝたちも悩んでいる～

品質保証部最前線

～ｵｼﾞｻﾝたちも悩んでいる～

PartⅡ

2期 3期

ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証の肝

～品質保証の仕組みを

効果的に運用するための

経験に基づいた勘所～

ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証の肝PartⅡ

～もう悩むのは止めよう～

4期 5期

ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証の肝PartⅢ

〜わかっちゃいるけどうまく

いかない悩み解決します〜

6期

ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証の肝PartⅣ

～完結編～

やっぱり上流からでしょう

～要件定義の失敗に学ぶ

品質保証への取り組み～

「超上流からの品質保証」
「超上流からの品質保証」

PartⅡ

「超上流からの品質保証」

PartⅢ

SQiP

ソフトウェア品質保証実態

アンケート2010

（プレ調査版）

各社の品証部長が語る

ソフト品質保証の取り組み

品質保証プロセス進化論

品質保証部長が考える、

ここがポイント！

レビューの質の向上

～幸せのレビュー目指して～

しくみからのブレークスルー

ソフトウェアマイスターと

今後の品質保証

「品証組織の進化と価値

向上に向けて」

～統制品質管理と自律品質

管理の両立～

「経営視点から品質向上を

考える」

～目からウロコの経営と

品質保証の関わり～

「経営視点から品質向上を

考える」

～会社発展に寄与する真の

品質向上活動とは？？～

流行りのアジャイル、

品質保証部門は何するの？

「品質意識を醸成するには？」

スピード経営を実現するための

アジャイル開発、

品質保証部門は何するの？

ソフトウェア品質の向上に

寄与する効果的な人材育成を

考える

設計工程での品質施策

－要求・要件定義での合意

形成のために－

今迄の品質保証部長の会活動テ－マ
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～管理する品質保証部門から、ありがたがれる、頼りにされる品質保証部門への進化～

第１象限 第２象限

第４象限 第３象限

品証の管理業務が減り、
新たな価値を生み出す活動ができる
ようになり、存在価値が高まる
→事業を牽引する組織の一部になって
いく

・品証は各種指標を用い改善状況の
見える化などを強化
・ル－ルが浸透し、ル－ルを守らせたり
遵守状況を管理することに労力を使う
必要がなくなり、自然に回るように
なってくる

・品証ができたが、まだ活動内容が
整備されておらず、開発部門の
成果物を確認するも、方法が確立
できていない
・各種ル－ル化もまだ着手した
レベル

・ル－ルが整備され始め、品証は
ル－ルの遵守度のチェックを実施
・品質指標の計測などを開始

ゴール

２期検討－品質保証プロセス進化論
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ビジョン、ミッション、コアコンピタンスの設定
規格、基準、ガイドライン等による定義

コアとなる品証活動の実行

全社レベルの品質活動推進
（品証活動が全社で認知される状態）

第４
象限

第３
象限

第２
象限

第１
象限

組織規模を踏まえた
品証施策の推進

最適な人員で最大の
効果が発揮できる

品証組織

組織の違い 経営層の要求変化

経営層の要求を
具体化した施策推進

経営層の要求を未然
に察知し、柔軟に対応
できるリーダ・組織

ＩＴ技術の変化への対応

ＩＴ技術に対応した
品証技術の具備

ＩＴ技術の変遷に
柔軟に対応できる
最適品質の確保

統
制
品
質
管
理

自
律
品
質
管
理

６期検討－価値向上に向けた進化のあり方



7Copyright (C) 2016 ＳQiPソフトウェア品質保証部長の会 All Rights Reserved.

② 7期検討に至る背景
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品質保証能力成熟度モデルが必要と考えた背景

ソフトウェア品質保証部長の会の活動の中で、様々なテ－マについて
検討を行ってきたが、体系立てて品質保証全体を整理する活動と、組織を
支える人財育成への着目が弱かった。

また、ソフトウェア品質知識についてはSQuBOK®で体系立てて定義されて
いるが、成熟度レベルや能力度レベルの定義はなく組織や個人の成熟度を
計測する“ものさし”としては使えない。

一方で、ソフトウェア開発やプロジェクト管理等の領域では、CMMIで定義
された成熟度レベルや能力度レベルにより、ソフトウェア開発を担う組織が、
ソフトウェア開発プロセスを改善する動きをとることが可能となっている。

そこで、組織の成熟度と人財の成熟度は補間関係にあると考え、品質保証
部門・部員の成長（進化）の為の成熟度を測定できないか検討を行った。
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７期の検討テ－マ

テ－マ ： 進化論・組織論－品質保証能力成熟度モデルの構築
ＱＭＭｉ ： Quality assurance capability Maturity Model Integration

ゴ－ル ： 組織や個人の成熟度を計測する“ものさし”としてのQMMIの完成

活動概要：

・あるべきQA組織と人財像を描く。（キャリアパス）
・品質保証部門及び部員成長の為の成熟度を計測する“ものさし”として
“品質保証能力成熟度モデル”を構築し、その効果を検証する。
・CMMI (Capability Maturity Model Integration)で定義された成熟度
モデルや能力度レベルを参考に品質保証プロセスを改善する仕組みを
検討する。

組織：成熟度（階段表現） 個人：能力度（連続表現）
・組織及び個人の成長の為のキャリアパスを策定し、レベルアップ
プログラムを“品質保証能力成熟度モデル”にガイドラインとして組込む。
・成熟度を視覚的に判りやすく表現する手法を導入する。

※海外で定義されているＱＭＭI （Quality Measurement and Management Initiative） とは異なる。
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③ 成熟度モデルについての考察
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人の側面

組織としての成熟度のレベル

改

善

革新的なアイディアや技術の試行、およびプロセスからの

定量的フィ－ドバックによって、継続的なプロセス改善が

可能になっている。

【アセスメント可能な集団】

・個人／組織を評価する基準が作成できる。

・評価基準にしたがって自己をアセスメントでき、組織を

最適化することが出来る。

【QA部門として具体的にみると】

・品証の管理業務が減り、新たな価値を生み出す活動が

できるようになり、存在価値が高まる。

（事業を牽引する組織の一部になっていく）

管理および保証の活動に対するプロセスが、「組織の品質

保証プロセス」として文書化、標準化、そして統合化

されている。

品質保証において、承認されテ－ラ－リングされた

バ－ジョンの「組織の品質保証プロセス」を定義できる。

【進んだ管理と標準化プロセス】

・組織内の知識・スキルを文書化、標準化して組織内に

統合できる。

・組織内で起こった問題は分析・管理される。

・決まった手順で適宜組織プロセスは改定される。

【QA部門として具体的にみると】

・品証は各種指標を用いて改善状況の見える化などを強化。

・ル－ルが浸透し、ル－ルを守らせたり遵守状況を管理

することに労力を使う必要がなくなり、自然に回る

ようになってくる。

定

義

コスト、スケジュ－ル、品質を確認するために、基本的な

品質保証プロセスが確立されている。過去経験したことの

ある同様のプロジェクトに関しては、以前の失敗を回避し、

成功経験を反復するための基本的なプロセス／規律がある。

【原始的な管理と成功体験の反復】

・過去の経験を文書化することで計画することは出来る。
・しかしその経験は組織化されず個人技として蓄積される。

・定義済の計画にしたがって管理していくことはできるが、

定義されていない状況や、計画外の問題には対処でき

ない。

【QA部門として具体的にみると】

・ル－ルが整備され始め、品証はル－ルの遵守度の

チェックを実施。

・品質指標の計測などを開始。

管

理

プロセスは場当たり的、時には混沌としたものと特徴付け

られる。プロセスは定義されているが、共有されず、

個人技として実施することでしかプロセスは実行されない。

成功するかどうかは個人の努力／運に依存する。

【初歩的なプロセス活動】

・すでに定義されたプロセスがある場合は、それに従って

実行することは出来る。

・また指示されれば実行することは出来る。

【QA部門として具体的にみると】

・品質保証部門ができたが、まだ活動内容が整備されて

おらず、開発部門の成果物を確認するも、方法が確立

できていない。

・各種ル－ル化もまだ着手したレベル。

実

施

品質保証経営改善

・品質保証経営改善方針を策定

することができ、方針を企画書

としてまとめることができる。

・会社の品質方針を受け自部署の

今後の10年、20年先を見据えた

方向性を示す重要なポジション。

・明確なビジョンを持ち、部下を

納得させ、未来に導く能力が

求められる。

・品質保証改善推進者を指揮する。

品質保証経営定義

・品質保証経営企画書の目的を

実現するための仕組みを定義

できる。

・仕組みは運用を通じて定期的に
見直され、更新される。

・ビジョンを明確な仕組みに

落としこむ。

・仕組み構築はこれから部署が

進むベきレ－ルを敷く作業で

ある。

物理的な仕組みというよりも、
具体的なベクトルを示す作業

とも言える。

品質保証経営計画

・品質保証経営計画を作成できる。

・部署全てのメンバが本計画書に

もとづいて行動するように

コントロ－ルする。

・部署のすべての活動を指揮する。

・ただし、それぞれのセクション

（機能ブロック）において、

権限委譲を行い過干渉は避ける。

・定期的に報告を受け計画修正を

実施する。

経営（共通）

会社の指針に沿った品質保証

体制を構築・維持する。

品質保証・品質管理・品質

改善・品質計画を企画・指揮

する。
経営上の品質保証課題について

責任を持つ。

品質保証問題・課題から戦略

（目的）を立案する。

内部・外部環境の変化・更新に

対して組織を最適化する。

品
質
経
営
戦
略
企
画

（
品
質
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
）

品
質
保
証
マ
ネ
ー
ジ
ャ

品
質
改
革
マ
ネ
ー
ジ
ャ

品
質
経
営
戦
略
会
計

経営全般（会社視点） 共通

プログラム管理改善

・部内外の状況を分析でき、

複数の品質保証活動を同時に

かつ円滑に運用する仕組みを

企画・提案することができる。
・経営層への折衝もこなすことが

できる。

・品質保証部門は様々な品質保証

活動を同時並行的に実行する。

・品質保証改善推進者の支援を

受け、運用管理面での改善を

実施する。
・品質保証改善推進者の支援を

受ける。

プログラム管理定義

・プログラム管理を行う仕組みを

具体的に定義することができる。

・仕組みは運用を通じて定期的に

見直され、更新される。

・複数の品質保証活動を円滑に

運用するための仕組みを定義

する。

プログラム管理計画

・複数の品質保証活動を計画する

ことができ、同時に円滑に運用

することができる。

・成功を再現することができる。

・経営層と品質保証担当との間の

パイプ役となり全体最適効率が

最大になるように品質保証

活動を計画し、運用・管理する。

・品質保証活動を必要に応じて、

修正・中止する権限を持つ。

品質保証戦略を受けて、業務

計画を詳細化し、それを受けて

組織化する。

戦略から戦術（目標）を作成し、

正しく履行されるように指揮・
監督する。

複数の施策の実行を管理し、

結果に責任を持つ。

問題・課題を整理し、施策を

維持管理・最適化する。

職場風土の維持・改善を指揮・

管理する。

GM／管理者（共通）

品
質
部
門
組
織
化
管
理

業
務
計
画
管
理

GM（Gr間、Gr内） 共通

基 盤

品質保証計画改善

「品質保証改善」に同じ

品質保証計画定義

・品質保証部の品質保証計画

テンプレ－トを定義できる。

・品質保証計画テンプレ－ト

運用を通じて定期的に見直され
更新される。

・品質保証評価基準／監査基準の

考え方を定義できる。

プロジェクトによって必要な

基準はそれぞれ異なる。

その異なった基準をどのように

定義（テ－ラリング）すべきか
という「考え方」である。

品質保証計画

・品質保証計画テンプレ－トに

したがって、必要に応じて

テンプレ－トからテ－ラリング

して品質保証計画書を作成
できる。

・計画を指揮して成功を再現

できる。

・計画の進捗を判断して、適切な

軌道修正を行える。

品質保証実施

・品質保証計画書にしたがって

計画を遂行できる。

・計画書に定義された品質保証

観点を基本的に理解している。

製品開発の品質保証プロセスを

指揮・実施・管理する。

新製品開発における品質保証

計画を立案し、開発責任者と
協力し、製品の品質保証に

責任を持つ。

評価／監査を統括する。

QMが評価責任者／監査責任者の

責務を兼務しても良い。

評価／監査に対して明確な評価

基準／監査基準を設定する。

QM（組込）

製
品
品
質
保
証
企
画
者

製
品
品
質
保
証
マ
ネ
ー
ジ
ャ

製
品
品
質
保
証
監
査
者

QM（Quality Manager） 組込系

開発計画改善

「品質保証改善」に同じ

開発計画定義

・品質保証部の製品開発計画

テンプレ－トを定義できる。

・製品開発計画テンプレ－トの

運用を通じて定期的に見直され
更新される。

・品質保証部で言う「製品開発」

とは主に導入品／仕入品の

受入れを意味する。

開発計画

・製品開発計画テンプレ－トに

したがって、必要に応じて

テンプレ－トからテーラリング

して製品開発書を作成できる。
・計画を指揮して、成功を再現

できる。

・計画の進捗を判断して、適切な

軌道修正を行える。

開発実施

・製品開発計画書にしたがって

計画を遂行できる。

・計画書に定義された製品開発

観点を基本的に理解している。

製品開発プロセスを指揮・

実施・管理する。

主に導入品／仕入品のDMを

品証部が担当する。
そのため通常言われる開発

マネ－ジャ－／プロジェクト

マネ－ジャ－の立ち位置とは

異なる。

製品を導入し、評価／監査を

受けてリリ－スするまでを担当

する。

QMと協業し、導入／仕入品を

製品化するまでが責務である。

DM（特殊）

製
品
開
発
企
画
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

DM（Development Manager） 特殊

製品評価指標改善

「品質保証改善」に同じ

製品評価指標定義

・品質保証部の製品評価計画

テンプレ－トを定義できる。

・製品評価計画テンプレートの

運用を通じて定期的に見直され
更新される。

・評価基準はQMが定義した評価

基準の「考え方」をベ－スにし

具体的な評価基準として定義

する。

【資格】
・JSTQB Advanced Level

製品評価計画

・製品評価計画テンプレ－トに

したがって、必要に応じて

テンプレ－トからテ－ラリング

して製品評価計画書を作成
できる。

・計画を指揮して、成功を再現

できる。

・計画の進捗を判断して、適切な

軌道修正を行える。

【資格】
・JSTQB Foundation Level

製品評価実施

・製品評価計画書にしたがって

計画を遂行できる。

・計画書に定義された製品評価

観点を基本的に理解している。

【研修】

・ソフトウェア・テスティング

（実践）

・ソフトウェア・テスティング

（基礎）

製品評価プロセスを指揮・

実施・管理する。

製品の評価計画を立案し、

製品の評価を実施・管理する。
製品の評価には実際に試験を

する評価もあれば、決められた

手順を踏んでいるかどうかを

書類で審査する書類審査もある。

設定された評価基準に対して

適合していることを証明する

責務がある。

評価（組込）

製
品
評
価
企
画
者

製
品
評
価
試
験
マ
ネ
ー
ジ
ャ

製
品
評
価
試
験
実
務
者

製
品
評
価
環
境
管
理
者

製
品
評
価
サ
ー
ビ
ス
利
用
管
理
者

（
協
力
会
社
管
理
）

評価 組込系

製品／プロセス監査改善

・製品ライフサイクルを見据えた、

全工程の監査計画を企画する

ことができる。

・CMMIアセッサレベルの能力を
有し、組織の成熟度をアセス

メントできる。

【研修】

・CMMIアセッサ－

【資格】

・CMMIアセッサ－

・ISO内部・外部監査主査

製品／プロセス監査定義

・予め設定されている品質指標を

組み合わせ、再構築することが

でき、より効率のよい品質

指標を定義し監査プロセスを
構築できる。

【資格】

・JCSQE中級

（ソフトウェア品質技術者）

製品／プロセス監査計画

・定義されている標準から

プロジェクトに則した監査

計画を作成できる。

・収集された品質指標から、
現状と目標へのギャップ分析が

でき、計画の軌道修正ができ、

成功を再現できる。

【研修】

・S/W開発プロセス標準応用編

・品質マネジメント講習

【資格】
・JCSQE初級

（ソフトウェア品質技術者）

製品／プロセス監査実施

・監査計画にしたがって監査を

実行できる。

（監査プロセスの基本的理解）

【研修】

・S/W開発プロセス標準基礎編

製品（プロダクト）と工程

（プロセス）が正しく実施

されていることを監査する。

監査計画を作成し、監査を
実施する。

監査プロセスを維持・管理する。

監査対象は成果物とプロセスで

ある。（開発／品証の両方）

設定された監査基準に対して

適合していることを証明する

責務がある。

監査（組込）

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
企
画
者

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
監
査
マ
ネ
ー
ジ
ャ

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
実
務
者

プ
ロ
セ
ス
監
査
企
画
者

プ
ロ
セ
ス
監
査
マ
ネ
ー
ジ
ャ

プ
ロ
セ
ス
監
査
実
務
者

監査 組込系

保守製品の品質改善

・保守フェ－ズの製品のクレ－ム

状況を把握／分析し、品質改善

する仕組みを企画・提案できる。

・クレ－ム状況および再発防止の

対策効果を社内/部内のステ－ク

ホルダに説明できる。

・クレ－ムの分析から後継製品の

クレ－ムについて未然防止策を

策定できる。

クレ－ム管理定義

・クレ－ム管理を行う仕組みを

具体的に定義することができる。

仕組みは運用を通じて見直され、

更新される。

・複数の製品のクレ－ム管理を

円滑に運用するための仕組みを

定義する。

・クレ－ム管理を運用するための

システムの要件を定義できる。

製品保守

・製品保守計画テンプレ－トに

したがって、必要に応じて

テンプレ－トからテ－ラリング

し製品保守計画書を作成できる。
・収集された品質指標から、

現状と目標へのギャップが

分析でき、計画を軌道修正し、

成功を再現できる。

クレ－ム処理実施

・製品保守計画書にしたがって

クレ－ム処理を遂行できる。

・製品の操作・調整について

基本的な理解がある。

保守フェ－ズの製品の品質

保証計画を立案し、QMと

協力して製品の品質保証に

責任を持つ。

保守フェ－ズにある複数の

製品の品質保証活動を行う。

クレ－ム管理/再発防止/未然

防止に対して明確な評価

基準を設定する。

保守（組込）

製
品
品
質
保
証
維
持
管
理
者

製
品
ク
レ
ー
ム
再
発
防
止
マ
ネ
ー
ジ
ャ

製
品
評
価
用
機
器
管
理
者

保守 組込系

未然防止

再発防止

・不具合の因果関係を説明でき、

改善案を提示できる。

客先説明

現場対応

・不具合状況を把握出来、解決策を

提供できる。

お客様の不具合状況を適切に

把握し、最善の解決策の提供を

管理する。

現場（業務パッケ－ジ）

現
場
品
質
保
証
維
持
管
理
者

現場 業務パッケ－ジ系

ライフサイクル監査改善

「品質保証改善」に同じ

ライフサイクル監査定義

・品証部の製品ライフサイクル

監査計画テンプレ－トを定義

できる。

・製品ライフサイクル監査計画
テンプレ－ト運用を通じて

定期的に見直され、更新される。

・本定義では製品の出荷のための

監査計画ではなく、どのように

品質保証を維持したまま、製品

寿命を終結させるかを考える。

ライフサイクル監査計画

・製品ライフサイクル監査計画

テンプレ－トにしたがって、

必要に応じてテンプレ－トから

テ－ラリングし製品ライフ
サイクル監査計画書を作成

できる。

・計画を指揮して成功を再現

できる。

・計画の進捗を判断して、適切な

軌道修正を行える。

ライフサイクル監査実施

・製品ライフサイクル監査計画に

したがって計画を遂行できる。

・計画書に定義された製品ライフ

サイクル監査観点を基本的に
理解している。

開発後（出荷後）の製品の

ライフサイクルを追跡し、品質

保証状況を監査するとともに、

出荷後製品ライフサイクルを

維持・管理する。

製品開発プロジェクトは有期限

活動である。

プロジェクト終結後の製品の

ライフサイクルを追跡し、品質

保証状態を維持・管理する。

計画はプロジェクト期間中に

プロジェクトによって策定

される。

製品の終末期には終活を行う。

ライフサイクル（共通）

製
品
保
証
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
監
査
者

ライフサイクル 共通

製 品

最適化

・全社レベルの品質方針に従って、

自社／部内の品質保証改善

方針を提案できる。

・改善方針は社内／部内の
ステ－クホルダに承認され、

改善提案書にまとめられる。

・改善提案書を具現化して、改善

企画書として社内ステ－ク

ホルダに承認してもらい、策定

することができる。

改善課題定義

・改善スト－リに精通し部署に

マッチした改善テンプレ－ト／

改善スト－リを定義することが

できる。
・改善スト－リは運用を通じて

定期的に見直しされ、更新

される。

・改善対象はQM、DM、評価、

監査等のすべてに渡るので、

それぞれの定義担当者と協業

して詳細化していく。

改善計画

・改善企画を元にして適切な改善

テンプレ－ト／改善スト－リを

選択し、改善計画を作成する

ことができる。

・改善計画は１プロジェクトで

完結することは少ない。

長期的な視点と短期的な視点の

双方を組み合わせて、計画する。

【資格】

・JCSQE初級
（ソフトウェア品質技術者）

改善実施

・改善計画にしたがって、改善を

実行できる。

・改善活動のリ－ダを務める

ことができる。

【研修】

・SW開発プロセス標準応用編

・SW開発プロセス標準基礎編

【資格】

・JCSQE初級

（ソフトウェア品質技術者）

品質保証に関わるプロセスを

継続的に改善する計画を企画し、

実施・維持・管理する。

品質保証に必要な知見・スキル
収集・習得を行い、必要に

応じて組織内に展開し、維持・

管理する。

部の品質方針をうけ品質保証

改善計画を策定し、部署の品質

保証能力の向上に努め、改善

活動体を組織し、改善活動を

指揮・推進する。

改善は製品系、教育、監査を

カバ－する。

改善（共通）

品
質
保
証
改
善
推
進
者

品質保証改善 共通

改 善

品質保証システム提案

・全社品質保証システムに同期し、

全社レベルの視点でシステムを

企画し、提案できる。

品質保証システム定義

・全社品質保証システム企画書を

もとに全社品質保証システムの

要件を定義できる。

・運用システムの保守を行いつつ、
システムを定期的に変更できる。

品質保証システム設計

・全社品質保証システム定義書を

もとに全社品質保証システムの

仕様、設計ができる。

・システムの運用・管理ができる。

品質保証システム作成

・全社品質保証システムを構築

できる。

・決められた手順に従って運用が

できる。

品質保証に必要なシステム

（仕組み）を考案し、開発・

構築・維持・管理する。

システム（共通）

品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
開
発
者

システム維持開発 共通

システム

人財育成改善

「品質保証改善」に同じ

人財育成定義

・品質保証を実施する上で必要な

人財要件を定義できる。

・人財が必要要件を満たしたか
どうかを評価できる評価基準を

定義できる。

・本評価は人事評価の制度と

リンクしていること。

・評価基準は透明性を持つこと。

人財育成計画

・品質保証を実施する上で必要な

要件を満たす人財を養成／獲得

するための計画を作成する

ことができる。

・教育を評価し、教育結果に対し

責任を持つ。

人財育成実施

・人財育成／獲得計画を実行する

ことができる。

品質保証に必要な知見・

スキルを取捨・選択し、組織の

成熟度にあった教育計画を

立案し、実施・維持・管理する。

部署の品質方針に沿って、いつ、

どれくらいのスキル／知見を

もった人財が、どれくらいの

人数必要であるかを計画し、

実施・維持する。

社内外の教育システムに精通し、

逐次調査を実施している。

教育（共通）

部
門
教
育
担
当
者

全
社
教
育
調
整
者

教育 共通

教育

外部・内部監査改善

「品質保証改善」に同じ

外部・内部監査定義

・外部・内部監査シナリオを定義

できる。

・外部・内部監査シナリオ・

テンプレ－ト運用を通じて
定期的に見直され、更新される。

・監査シナリオには、他部署・

自部署の品質保証アセスメント

要件が含まれる。

・アセスメント要件を満たしたか

どうかを評価できる評価基準を

定義できる。

外部・内部監査計画

・外部・内部監査シナリオに

したがって、必要に応じて

テンプレ－トからテ－ラ

リングし外部・内部監査計画を
作成できる。

・計画を指揮して成功を再現

できる。

・計画の進捗を判断して、適切な

軌道修正を行える。

・アセスメント結果を評価し、

評価結果に責任を持つ。

外部・内部監査実施

・外部・内部監査計画書に

したがって計画を遂行できる。

・計画書に定義された外部・内部

監査観点を基本的に理解して
いる。

内部・外部監査を実施する。

内部監査には、品質保証部門内

自己アセスメントも含まれる。

自部署の品質保証スキルを
客観的指標に従って判断し、

経営層が次の施策を計画する

ための情報を提供する。

担当者は自・他部署の品質保証

能力をアセスメントできる

スキルを持つ。

監査（共通）

外
部
監
査
責
任
者

外
部
審
査
担
当
者

外
部
監
査
担
当
者

外
部
・
内
部
監
査
担
当
者

内
部
品
質
会
議
調
整

外部・内部監査 共通

監査

役
割

人
材
と
し
て
の
ゴ
－
ル

品質保証計画改善

・プロジェクト計画や開発計画の

内容について、他の事例や経験

ノウハウをもとにＱＣＤリスクを

アセスメントでき、製品の特徴や
社会的影響を踏まえた検査方針を

策定するとともに、検査計画を

立案する上でプロジェクトへ

間接的に影響する要因や要求品質

の相違を見極め、下位者に指示・

指導できる。

・さらに、システム開発の検査や

品質アセスメントに関して社外
講義できる。

品質保証計画定義

・プロジェクト計画書・開発計画書

をもとに、製品の特徴や社会的

影響を踏まえた検査方針（書類

検査、間接検査、直接検査）と
担当者を決定し、検査計画・検査

工数見積り・工数確保を実施でき、

プロジェクト計画書・開発計画書

の問題点を開発部署へ指摘し改善

提案できる。

品質保証計画

・検査計画を立案し、検査工数

見積りができるとともに、

プロジェクト計画書・開発計画書

の問題点を指摘できる。

品質保証実施

・上位者の指示のもと、検査計画を

立案し、検査工数見積りができる

とともに、プロジェクト計画書・

開発計画書の問題点を指摘できる。

製品開発の品質保証プロセスを

指揮・実施・管理する。

QM（ＳＩ）

製
品
品
質
保
証
企
画
者

製
品
品
質
保
証
マ
ネ
ー
ジ
ャ

製
品
品
質
保
証
監
査
者

品
質
保
証
監
査
者

QM（Quality Manager） SI系

製品評価指標改善

・開発状況に応じた品質評価方法を

立案できるとともにプロジェクト

の品質状況について顧客に説明

できる。

製品評価指標定義

・開発状況に応じた品質評価方法を

立案でき、品質の傾向から弱点を

導きだし、品質向上策を設計に

改善指導できるとともに、対応
部署別の品質傾向を客観的かつ

相対的に分析・評価し、部署毎の

改善を指導できる。

製品評価計画

・品質について定量的・定性的に

分析・評価し、品質向上観点を

提示できる。

・また、下位者に対して品質評価の
実施内容を指示・指導できる。

製品評価実施

・上位者の指示のもと、品質に

ついて定量的に分析し、評価

できるとともに、担当部分の

品質評価を行い、評価結果を
報告できる。

製品評価プロセスを指揮・

実施・管理する。

評価（ＳＩ）

製
品
評
価
企
画
者

製
品
評
価
試
験
マ
ネ
ー
ジ
ャ

製
品
評
価
試
験
実
務
者

製
品
評
価
環
境
管
理
者

製
品
評
価
サ
ー
ビ
ス
利
用
管
理
者

（
協
力
会
社
管
理
）

評価 SI系

製品／プロセス監査改善

・製品のライフサイクルを見据えた、

全工程の監査計画を企画する

ことができる。

→CMMIアセッサ－レベル
・つまり組織の成熟度が確認できる

能力を持つ。

→CMMIアセッサ研修

ISO内部・外部監査主査レベル

製品／プロセス監査定義

・仕事の流れを定義できる。

開発プロセス中で発生する

リクスの発現や、想定外の事態に

対して開発プロセスを柔軟に
再構築しプロセスをテ－ラリング

できる。

→品質改善（SQuBOK査読）

JCSQE中級

（ソフトウェア品質技術者）

・プロセスの形式知化

→標準定義能力

・品質指標の導出と改善。
予め設定されている品質指標を

組み合わせ、再構築することが

でき、より効率のよい品質指標を

導き出すことができる。

製品／プロセス監査計画

・仕事の流れを管理できる。

→SW開発プロセス標準応用編

・収集された品質指標から、現状と

目標のギャップ分析ができ計画の
起動修正ができる。

→品質メトリクスの理解と統計

分析（社外講習）

品質マネジメント講習

・客観的事実から、プロダクト、

プロセスの順守度を把握できる。

順守されていない場合は開発

部隊と折衝し、履行の依頼・
強制を実施できる。

→コミュニケ－ション能力

プロジェクトマネジメント能力

→リスクマネジメント研修

コ－チング研修

PMBOK講習

CMMI基礎
JCSQE初級

（ソフトウェア品質技術者）

製品／プロセス監査実施

・監査計画にしたがって監査を

実行できる。

（監査プロセスの基本的理解）

【研修】

・S/W開発プロセス標準基礎編

製品（プロダクト）と工程

（プロセス）が正しく実施

されていることを監査する。

監査計画を作成し、監査を
実施する。

監査プロセスを維持・管理する。

監査（ＳＩ）

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
企
画
者

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
監
査
マ
ネ
ー
ジ
ャ

プ
ロ
ダ
ク
ト
監
査
実
務
者

プ
ロ
セ
ス
監
査
企
画
者

プ
ロ
セ
ス
監
査
マ
ネ
ー
ジ
ャ

プ
ロ
セ
ス
監
査
実
務
者

監査 SI系

受注貢献

・お客様の経営課題・能力・状況・

体力を理解し、当社だけでなく、

お客様においてもトラブルが

生じないことを確認できる。
・類似プロジェクトの情報を多く

蓄積し、改善提案を提示できる。

顧客協創実現

・業種・業態・法務に通じお客様の

経営課題解決・品質リスクの

軽減だけでなく、他社提案に

対しての優位性を確認できる。

・類似プロジェクトの情報を多く

蓄積し、改善提案を提示できる。

リスク軽減

・顧客・市場・開発上・契約の

リスクを洗い出し、見積上の

リスク軽減・回避が実現できて

いることを確認できる。
・類似プロジェクトの情報を多く

蓄積しプロジェクトマネ－ジャに

対策案を進言できる。

現場対応

・チェック観点に基づき、見積

記載内容の十分性を確認でき、

レポ－トとしてまとめることが

できる。

見積起因で生じるトラブルを

抑制できるプロセスを

指揮・実施・管理・改善する。

見積（ＳＩ）

見
積
品
質
評
価

見積 SI系

未然防止

・業種・業態に通じ、自社開発に

閉じた要件定義だけでなく、

他ベンダに与える影響を含めた

妥当性確認を実現できる。
・契約と要件定義の内容から、後続

する工程のスコ－プコントロ－ル

を支援することができる。

・類似プロジェクトの情報を多く

蓄積し、改善提案を提示できる。

要件網羅

・市場やお客様の経営課題・状況を

理解し、非機能を含めた必要な

要件がもれなく検討できている

ことを確認する。
・設計工程以降において、

自プロジェクトの体制・スキルで、

要件が実現できることを確認する。

（フィジビリティチェック）

・問題点と改善策について、

プロジェクトマネ－ジャや顧客に

対策進言できる。

リスク軽減

・顧客提案内容を理解し、要件定義

内容により顧客提案内容が実現

できることを確認する。

・類似プロジェクトの情報を多く
蓄積しプロジェクトマネ－ジャや

顧客に対策案を進言できる。

現場対応

・チェック観点に基づき、見積

記載内容の十分性を確認でき、

レポ－トとしてまとめることが

できる。

後工程で生じるトラブルを抑制

できる要件定義プロセスを

指揮・実施・管理・改善する。

要件（ＳＩ）

要
件
品
質
評
価

要件定義 SI系

未然防止

・開発するシステムに求められる

要件を総合的に判断し、設計

内容の問題点を指摘して開発部署

に改善指導することができると
ともに、要件以外の懸念事項や

問題点をプロジェクトマネ－ジャ

や顧客へ対策進言できる。

・さらに、システム開発の設計に

関する品質保証施策を社外で講義

できる。

再発防止

・開発するシステムに求められる

要件を総合的に判断し、設計

内容の問題点を指摘して開発部署

に改善指導することができると
ともに、要件以外の懸念事項や

問題点をプロジェクトマネ－ジャ

や顧客へ対策進言できる。

客先説明

・自分の経験に基づき、或いは、

状況を判断して機能仕様の過不足

や顧客要求内容の充足度を確認

でき、問題点の傾向から弱点を
導きだし、品質向上策を設計に

改善指導できる。

現場対応

・上位者の指示のもと、検査対象

ドキュメントやドキュメント間の

矛盾有無等の指摘ができる。

・また、ドキュメント検査を通じて、
担当範囲の製品仕様を理解できる。

設計（ＳＩ）

設計 SI系

未然防止

・稼動に向けた統合的な合否判断が

でき、レビュ－指摘の対策状況や

稼動監視の予定について、ＳＥ

部署をフォロ－し対応調整できる。

・さらに、システム修正変更の計画

登録やレビュ－実施内容について

問題判断し、必要であれば作業

中止や延期をＳＥ部署へ指示

できる。

再発防止

・稼動に向けた統合的な合否判断が

でき、レビュ－指摘の対策状況や

稼動監視の予定について、ＳＥ

部署をフォロ－し対応調整できる。

客先説明

・修正変更の内容を正しく把握でき、

稼働するリスクを判断し、危ない

ようであれば確認する動きが

取れる。

現場対応

・上位者の指示のもと、修正変更

作業の内容を把握することができ、

修正変更レビュ－に参画し、問題

指摘できる。

保守（ＳＩ）

製
品
品
質
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証
維
持
管
理
者
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止
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ネ
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質
保
証
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善
担
当
者

製
品
評
価
用
機
器
管
理
者

保守 SI系

未然防止

・新製品に対して予め問題となり

そうな箇所をし指摘し、事前の

改善を行うことができる。

再発防止

・評価プロセス・開発プロセスに

対しての対応状況を把握し、改善

状況を把握できる。

客先説明

・収集した情報からの改善点を評価

プロセス・開発プロセスに提起

することができる。

現場対応

・外部からの情報をまとめることが

できる。

・情報を関係部署と共有ができる。

外部情報を収集し、製品評価

プロセス・開発プロセスへの

フィ－ドバックを実施・管理

する。

保守（業務パッケ－ジ）

製
品
品
質
保
証
維
持
管
理
者

製
品
ク
レ
ー
ム
再
発
防
止
マ
ネ
ー
ジ
ャ

品
質
保
証
改
善
担
当
者

製
品
評
価
用
機
器
管
理
者

外
部
情
報
（
お
客
様
か
ら
）
集
約
担
当
者

保守 業務パッケ－ジ系

人財として到達すべきゴ－ル

組織の成熟度に対応した個人としての成熟度
組織
成熟度

品質保証能力成熟度モデル （QMMI MAP）
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④成熟度モデルの活用例
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スキルレベル表

品質保証能力成熟度モデルのスキルレベル定義として以下のものを
作成した。

＊横軸は品質保証部のドメインの違い
＊縦軸は品質保証部として定義したプロセス領域

○● ●
○● ●

○

共　通 組込系 ＳＩ系 業務パッケ－ジ系 その他

○

○
○要件定義
○見積

○DM（Development Manager）

設計
保守

○● ●

○
○

○
○ ○ ○

現場・顧客対応
ライフサイクル
品質保証改善
システム維持開発

経営全般
Group Manager（Gr間、Gr内）
QM（Quality Manager）
評価
監査

○
教育
外部・内部監査 ○

○
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人財育成のキャリアパスとしての活用イメ－ジ

組込系品質保証部門内の職種として以下の３つを設定。
＊ＱＡスペシャリスト ：開発ＰＪ系（ＱＭＯ）
＊プロダクトマネ－ジャ ：製品品質・顧客対応
＊テストエンジニア ：Ｓ／Ｗ

テストエンジニアⅡ等級

テストエンジニアⅢ等級

テストエンジニアⅣ等級
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成果物の活用にあたって

今回の成果物を活用していただくにあたっての留意点は以下のものと
なります。

品質保証能力成熟度モデルで扱っている知識やスキルは、
メンバの経験に基づきより現場に近いレベルで定義をしたもので
あり、企業やドメイン毎の違いにも部分的な変更で対応可能と
しています。

ビジネス戦略に合わせて『企業固有に再定義』してください。

各企業に固有の内容に基づくスキルに置き換える必要が
あります。（企業ごとに到達レベルは異なると考えています）

全てを必ず使う、そのまま使うという位置づけにはありません。
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今後の検討に向けて

SQiPシンポジウム2016発表までに下記を進めていく予定です。

１．能力成熟度モデル（ＱＭＭＩ）の充実

レベルを向上させていくための必要な経験、日科技連での
研修名を入れることでどのようなアクションでレベルを向上
させていくかを可視化させる。

２．スキルレベル表の精査

プロセス領域とドメインパターンを精査する。

３．キャリアパスとしての品質保証の職種バリエーションの網羅

現在は大きく分けて３種類としたが、他の品質保証領域の
職種が必要か検討する。

４．ＱＭＭＩ、スキルレベル表をどのように活用するかのガイド作成
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ご清聴ありがとうございました。


